
市 議 会 だ よ り （�）第２１３号 �014年（平成�6年）11月15日

　９月定例会では、32 人の議員が一般質問を行いました。

質問の持ち時間は答弁を含めて１人 60 分です。

　ここでは紙面の都合上、１人１項目を選び質問・答弁を

要約し、ジャンルごとにまとめて掲載しました。

＜会派の略称＞

　無所属・ネット＝無所属の会・市民ネット

増
田
好
秀
議
員
（
無
所
属
）

　

地
域
の
課
題
解
決
に
は
、
市

民
が
主
体
的
に
か
か
わ
る
こ
と

が
肝
要
で
あ
り
、
行
政
は
そ
の

後
押
し
を
す
る
こ
と
が
必
要
と

考
え
る
。
千
葉
市
で
は
、
ス
マ

ホ
等
を
利
用
し
た
市
民
協
働
で

地
域
課
題
を
共
有
す
る
シ
ス
テ

ム
「
ち
ば
レ
ポ
」
を
導
入
し
た

が
、
本
市
で
も
同
様
の
シ
ス
テ

ム
を
導
入
す
る
考
え
は
あ
る
か
。

千
葉
市
の
「
ち
ば
レ
ポ
」
本
市
で
の
導
入
は

運
用
の
動
向
見
極
め
研
究
し
た
い

地域課題解決の取り組み

答　

「
ち
ば
レ
ポ
」
は
、
市
民

が
地
域
の
問
題
点
を
可
視
化
し
、

行
政
と
協
働
で
解
決
す
る
情
報

共
有
の
シ
ス
テ
ム
で
、
平
成
26

年
９
月
か
ら
運
用
が
開
始
さ
れ

た
。
本
市
と
し
て
は
、
千
葉
市

で
の
運
用
の
動
向
を
見
極
め
る

と
共
に
、
市
民
の
意
見
箱
と
の

整
合
性
等
も
勘
案
し
な
が
ら
、

市
と
し
て
最
適
な
方
策
を
関
係

部
門
と
研
究
し
て
い
き
た
い
。

髙
坂　

進
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

市
立
図
書
館
中
期
計
画
で
は

市
北
西
部
は
図
書
館
不
足
と
し

て
い
る
の
に
対
し
、
答
申
は
現

６
館
を
２
館
に
と
い
う
。ま
た
、

老
人
い
こ
い
の
家
の
利
用
料
は

旧
厚
生
省
通
知
に
よ
り
現
在
無

料
な
の
に
対
し
、
答
申
は
有
料

に
す
べ
き
と
い
う
。
市
政
戦
略

会
議
の
審
議
で
は
、
各
施
設
の

こ
う
し
た
背
景
や
方
針
等
に
つ

市
の
取
り
組
み 

十
分
理
解
さ
れ
て
い
る
か

資
料
説
明
等
で
議
論
深
ま
る
よ
う
配
慮

市政戦略会議の審議

い
て
、
十
分
に
理
解
し
た
上
で

議
論
が
行
わ
れ
た
の
か
。

答　

審
議
に
当
た
っ
て
は
、

様
々
な
資
料
を
用
い
て
各
施
設

の
現
状
や
背
景
を
説
明
す
る
等
、

丁
寧
な
議
事
運
営
に
努
め
、
更

に
は
視
察
等
も
行
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
各
施
設
に
対

す
る
十
分
な
理
解
の
も
と
で
議

論
が
行
わ
れ
、
答
申
に
も
反
映

さ
れ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

稲
葉
健
二
議
員
（
緑
風
会
）

　

市
民
マ
ナ
ー
条
例
に
つ
い
て
、

通
学
路
や
人
が
多
く
通
る
場
所

等
、
特
に
遵
守
が
必
要
な
場
所

を
指
導
強
化
地
区
に
指
定
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。
ま
た
、

こ
の
条
例
は
地
域
の
人
が
皆
で

考
え
、
進
め
て
い
く
の
が
本
来

の
形
と
考
え
る
が
、
地
域
で
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
る
地
域
づ

く
り
協
議
会
と
の
協
働
を
ど
う

通
学
路
等 

指
導
強
化
地
区
に
で
き
な
い
か

地
区
指
定
は
可
能 

地
域
と
協
議
し
進
め
る

市民マナー条例

進
め
て
い
く
の
か
。

答　

通
学
路
等
に
つ
い
て
、
条

例
に
よ
る
指
定
と
は
別
に
、
指

導
を
集
中
し
て
行
う
等
の
指
導

強
化
地
区
に
指
定
す
る
こ
と
は

可
能
で
あ
り
、
地
区
の
範
囲
等

は
各
地
域
づ
く
り
協
議
会
と
協

議
し
て
い
き
た
い
。
こ
の
地
区

で
は
、
で
き
る
だ
け
通
行
人
の

目
に
付
き
や
す
い
方
法
で
地
区

表
示
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

か
い
づ　

勉
議
員
（
自
由
民
主
党
）

　

市
川
市
民
は
年
間
約
２
万
件

の
パ
ス
ポ
ー
ト
申
請
を
し
て
お

り
、
こ
れ
は
千
葉
市
、
船
橋
市

に
次
ぐ
件
数
で
あ
る
。
市
内
で

申
請
が
可
能
と
な
れ
ば
、
時
間

や
交
通
費
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
、

市
民
の
利
便
性
が
向
上
す
る
。

市
は
積
極
的
に
県
に
働
き
か
け
、

市
川
単
独
で
も
権
限
移
譲
を
要

望
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

本
市
単
独
で
も
要
望
す
べ
き 

市
の
考
え
は

希
望
市
町
村
へ
の
先
行
移
譲
を
要
望
す
る

パスポート事務の権限移譲

答　

パ
ス
ポ
ー
ト
事
務
の
権
限

移
譲
に
つ
い
て
、
本
市
は
県
の

意
向
調
査
に
対
し
受
け
入
れ
希

望
と
回
答
し
て
い
る
。更
に
は
、

県
下
全
市
町
村
へ
の
一
括
移
譲

で
は
な
く
、
受
け
入
れ
を
希
望

す
る
市
へ
の
先
行
移
譲
に
つ
い

て
も
要
望
し
て
き
た
。
市
川
市

に
早
期
に
移
譲
し
て
も
ら
え
る

よ
う
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ

て
積
極
的
に
要
望
し
て
い
く
。

堀
越　

優
議
員
（
公
明
党
）

　

旅
券
発
給
事
務
の
権
限
移
譲

に
つ
い
て
、
平
成
26
年
２
月
定

例
会
の
代
表
質
疑
で
は
、
県
が

具
体
的
な
内
容
を
示
し
て
い
な

い
の
で
、明
ら
か
に
さ
れ
次
第
、

開
設
時
期
や
場
所
の
選
定
を
し

て
い
く
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

本
件
に
関
す
る
課
題
と
今
後
の

見
通
し
に
つ
い
て
問
う
。

答　

県
は
全
市
町
村
へ
の
一
括

県
か
ら
の
権
限
移
譲 

課
題
と
見
通
し
は

一
括
移
譲
前
提
だ
が
早
期
実
現
目
指
す

旅券事務の権限移譲

移
譲
を
前
提
と
し
て
い
る
が
、

実
施
は
困
難
で
あ
る
と
回
答
し

て
い
る
市
町
村
も
あ
り
、
移
譲

に
は
時
間
を
要
す
る
と
思
わ
れ

る
。
本
市
と
し
て
は
、
27
年
度

の
開
設
に
向
け
準
備
を
進
め
て

い
く
が
、
延
び
る
こ
と
も
懸
念

さ
れ
る
。
今
後
も
県
の
動
向
を

注
視
し
、
受
け
入
れ
を
表
明
し

て
い
る
市
と
連
携
し
て
、
早
期

実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

秋
本
の
り
子
議
員
（
無
所
属
・
ネ
ッ
ト
）

　

Ｄ
Ｖ
防
止
法
が
制
定
さ
れ
、

本
市
で
も
Ｄ
Ｖ
根
絶
を
基
本
理

念
と
す
る
第
２
次
Ｄ
Ｖ
防
止
実

施
計
画
を
策
定
し
て
い
る
。
市

は
Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
救
済
の
た
め
、

配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
タ

ー
を
開
設
し
た
が
、
開
設
の
効

果
及
び
県
が
設
置
す
る
セ
ン
タ

ー
と
の
す
み
分
け
に
つ
い
て
、

市
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

設
置
の
効
果
と
県
と
の
す
み
分
け
は

業
務
追
加
で
負
担
軽
減 

市
は
女
性
専
用
で

配偶者暴力相談支援センター

答　

セ
ン
タ
ー
の
開
設
に
よ
り
、

保
護
命
令
制
度
の
利
用
の
援
助

や
各
種
証
明
書
の
発
行
業
務
が

追
加
さ
れ
、
被
害
者
の
負
担
が

軽
減
さ
れ
た
。
県
の
セ
ン
タ
ー

は
24
時
間
対
応
の
女
性
相
談
、

男
性
の
電
話
相
談
等
を
実
施
し

て
い
る
の
に
対
し
、
本
市
は
女

性
専
用
相
談
と
し
、
相
談
員
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
な
ど
相
談
体
制

の
充
実
を
図
っ
て
い
く
。

湯
浅
止
子
議
員
（
無
所
属
・
ネ
ッ
ト
）

　

県
小
中
学
校
体
育
連
盟
が
主

催
す
る
新
人
戦
と
総
合
体
育
大

会
は
、
市
の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
で

毎
年
開
催
さ
れ
る
。
施
設
使
用

に
当
た
り
、
市
と
同
連
盟
は
使

用
時
間
を
17
時
ま
で
等
の
取
り

決
め
を
し
て
い
る
が
、
表
彰
式

等
で
早
く
終
了
す
れ
ば
退
出
さ

せ
ら
れ
る
。
教
育
的
な
配
慮
か

ら
、
時
間
内
で
あ
れ
ば
継
続
使

事
前
に
希
望
を
聴
き
可
否
を
判
断
す
る

スポーツ施設の大会使用

用
を
認
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　

大
会
が
開
催
さ
れ
る
土
日

は
、個
人
の
利
用
希
望
も
多
く
、

市
と
し
て
は
公
平
性
の
視
点
も

踏
ま
え
、
多
数
の
利
用
者
に
利

用
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て

い
る
。
今
後
、
同
連
盟
と
の
事

前
打
ち
合
わ
せ
で
継
続
使
用
の

希
望
が
あ
れ
ば
、
内
容
を
確
認

し
、
大
会
当
日
ま
で
に
そ
の
可

否
に
つ
い
て
連
絡
し
て
い
く
。

石
崎
ひ
で
ゆ
き
議
員
（
み
ん
な
の
党
）

　

１
％
支
援
制
度
は
非
常
に
複

雑
で
、
参
加
す
る
市
民
も
活
動

団
体
の
数
も
増
え
て
い
な
い
。

平
成
25
年
度
決
算
で
は
、
団
体

へ
の
補
助
金
交
付
額
約
１
３
０

０
万
円
に
対
し
、
事
務
費
と
人

件
費
等
の
経
費
が
約
１
６
３
０

万
円
と
上
回
っ
て
お
り
、
制
度

自
体
の
見
直
し
が
必
要
で
あ
る
。

今
後
の
展
望
に
つ
い
て
問
う
。

制
度
見
直
し
が
必
要 

今
後
の
展
望
は

よ
り
効
率
的
な
支
援
制
度
を
構
築
し
た
い

１％支援制度

答　

１
％
支
援
制
度
は
事
業
開

始
か
ら
10
年
が
経
ち
、
現
行
制

度
で
は
こ
れ
以
上
の
発
展
は
難

し
い
等
、
課
題
は
把
握
で
き
て

い
る
。
今
後
は
、
市
民
や
議
会

の
意
見
を
聴
き
つ
つ
、
市
民
の

福
祉
増
進
を
目
的
と
す
る
事
業

に
対
し
て
必
要
な
支
援
を
よ
り

効
率
的
に
行
え
る
新
た
な
市
民

活
動
団
体
の
支
援
制
度
を
構
築

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

大
会
終
了
後
の
継
続
使
用
に
配
慮
を

加
藤
武
央
議
員
（
自
由
ク
ラ
ブ
）

　

副
市
長
の
条
例
定
数
は
２
人

で
あ
る
が
、
過
去
に
平
成
20
年

７
月
か
ら
21
年
３
月
ま
で
の
９

カ
月
間
、
副
市
長
が
１
人
体
制

と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。

そ
し
て
、
26
年
４
月
か
ら
９
月

ま
で
の
約
６
カ
月
間
、
ま
た
も

や
１
人
と
な
っ
て
い
る
。
副
市

長
の
１
人
体
制
は
条
例
違
反
で

は
な
い
か
。
今
後
、
２
人
に
す

る
等
の
考
え
は
あ
る
か
。

答　

副
市
長
の
権
限
の
委
譲
や

会
議
の
簡
素
化
等
を
進
め
て
お

り
、
今
は
見
極
め
を
図
っ
て
い

る
時
期
で
あ
る
。
今
後
に
つ
い

て
は
、
し
か
る
べ
き
時
に
、
２

人
目
の
副
市
長
の
選
任
議
案
を

出
す
か
、
又
は
副
市
長
定
数
条

例
の
改
正
議
案
を
出
す
か
の
、

い
ず
れ
か
に
な
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

副市長の人事
1 人は条例違反では 今後どうする

見極め図り しかるべき時に対応する

行 政

行 政

行 政


